
1 

 

生駒市ごみ減量市民会議(H30 年度第 1 回) 会議録（要旨） 

 

１．開催日時 平成 30 年 4 月 13 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 40 分 

２．場  所 市役所４階 401・402 会議室 

３．会議次第 

新メンバー紹介及び会議の概要紹介 

報告事項 

（１）エコクッキング教室について 

（２）ごみ組成調査について 

（３）フードドライブについて  

 

協議事項 

（１）自治会長への懇談会開催依頼について  

（２）減量市民会議チラシの改訂について 

（３）壱分町東自治会懇談会について 

（４）環境フェスティバルの開催について 

（５）いこま寿大学実務講習について 

（６）生ごみ処理器「キエーロ」製作講座 

（７）夏休み環境自由研究 「ごみキエーロしよう!」 

生ごみ処理器「キエーロ」製作講座  

     

４．出席者（敬称略） 

【参加者】坂本 剛伸、藤堂 宏子、藤澤 清二、藤尾 庸子、清水 綾、奥田 髙弘、 

小山 忠昭、下山 一則、田中 勝久、山口 昭夫、藤中 章夫、寺井 孝幸、

山村 浩之 

【事務局】奥田（市民部長）、竹本（環境保全課長）、木戸（環境保全課課長補佐）、 

大窪（環境モデル都市推進課課長補佐）、西井（環境保全課事業係長） 

５．欠席者（敬称略）永野 洋子、山田 龍三 

６．傍聴者 1 名 

７．会議内容（要旨） 

 

新メンバー紹介及び会議の概要紹介 

※事務局より新メンバーの紹介及び事務局体制の説明を行い、「今年度の会議は、ごみの減

量も横這い状況で、更なる活動を中心の会議にしていきたい。」旨説明した。 

 

報告事項(1) 

●エコクッキング教室について 

事務局  ＜資料④エコクッキング教室記録説明＞ 

座 長  若い世代の方々が非常に環境・ごみに興味をもっていただいていることが伝わ
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ってとても良かったと思いました。何か事務局の説明に質問等ございませんか。 

参加者  実習で出てきたごみを並べて、現物を見てみて、分別を学ぶというのが良かっ

たと思います。また、参加者が若い子育て世代の方が多かったことも良かった

です。理論的な話も大事だと思いますが、具体的に目で見て感じてもらうこと

も大事だと思います。毎年、魚を使った「子どもの料理教室」を夏休みに３～

４回開催しています。今年度も実施を考えており、子どもの目線でごみの分別

やごみのことをどんなふうに考えているのか、ということを試験的にやってみ

たいと思いますので、具体的にきまりましたらご協力をお願いします。 

参加者  分別をどうしますかということで、クイズ形式でしていただいて、楽しくやっ

ていただいたのでお母さん方も聞き易かったと思います。子育て世代に向けて

の PRはしっかり私達でやっていきたいと思っています。 

報告事項(2) 

●ごみ組成調査について 

事務局  ＜資料⑤ごみ組成調査記録説明＞ 

座 長  事務局の説明に補足または質問等ございませんか。 

参加者  調査地区は前回と同じですか。 

事務局  すべて同じです。 

座 長  記録に書いてある特徴は、立会した 1 地区だけでのものなので正確でない部分

のもある。前回の調査と比べてどうでしたか。 

参加者  内容的には前回と変化がないという気がします。確かに野菜は少ないように思

いましたし、新聞でカバーしているものが多いと感じました。 

座 長  組成調査の結果が出ると、濡れていたり汚れている新聞ときれいな新聞はデー

タでくるとのことですが、これから分別できるのはきれいな新聞ですから、見

学した地区では少なかったですが、全体ではどうなるかということがあります。 

参加者  地区懇談会での説明でパワーポイントを使っていますが、その中で、手つかず

食品できれいなダイコンがそのまま捨てられていたりしていましたので、そう

いうことを想像して行きましたが、白菜の外葉もなかったです。外葉もないと

いうのは、日本の主婦の方は、しっかりと家庭を守っておられるということが

わかりました。また、高価で手に入り難い生駒のレインボーラムネが袋で捨て

られていてショックを受けました。新聞に包む話では、見せてはいけない物を

新聞で包んで捨てるのは、日本の女性の良さなんです。長年の教育で教えられ

た文化なんですが、活用として有効に新聞紙も使われているのは評価してもよ

いのではないかと思います。 

座 長  前回の調査と比べてあまり変わらないのではないかという話もありましたが、

そうすると生ごみが 40%ぐらいのウエイトを占めるのではないかとなりますが、

見学した地区の生ごみをみると水分が無かったですし、きれいで、臭いもあま

りしませんでした。きれいなプラも汚れた生ごみに混ざって汚れているが分別

の余地もあるなと思いました。 

参加者  新聞紙の件で、以前にカラスに荒らされて困るので、新聞紙で隠しているとい
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うことがあった。見られなくないということ以外にカラス対策の可能性もある

のではないかと思います。 

参加者  この前に見たものは、小さな弁当箱レベルに包んでありました。大きく包んで

いるものはありませんでした。 

報告事項(3) 

●フードドライブについて 

事務局  ＜資料⑥フードドライブ記録・資料⑪フードドライブ開催チラシ説明＞ 

座 長  事務局の説明に補足または質問等ございませんか。 

参加者  フードドライブの会場で「イベントの時以外ではどうすれば良いのか」という

問い合わせが結構多かった。その会場(たけまるホール調理室)で「ひまわりの

会」が毎週木曜日にやっているので、「机一つ置くぐらいなら協力します。」と

いう話しになった。完全なボランティアですけれど提案させていただきました。

行政の方にとっては唐突なことをいうように思われたと思いますが、住民目線

で言うと、わざわざ市役所に持って行くもの手間だし、たけまるホールに置い

て帰れるのも気楽かなということで、住民の考えとして意見を言わせていただ

きました。イベントで大々的にやるのも良いが、毎日どこかでやっているとい

う活動をするのも良いのではないかということで提案させていただいて許可を

いただきました。 

座 長  イベントで行った時の後処理はどうされたのですか。 

参加者  Eco-net いこまで行いましたので説明します。団体も入れてトータルで 78 名、

たけまるホールでの受付は 76%で、市役所窓口での受付が 24～25%でした。思っ

たより沢山集まって、翌日会議室一杯に集まったので、分別してフードバンク

奈良に寄附したしました。次回は環境フェスティバルで大々的に行いたいと思

っていますのでよろしくお願いします。 

座 長  健推(健康づくり推進協議会)で 4 月 5 日にフードドライブをやりますよと 1 回

周知しただけだが、反応がありました。定期的にこうゆう活動をやっていくと

いうことは一つの啓発にはなっていくと思います。キーワードとして毎週木曜

日というのはいいですね。無理をしていないやり方が良い。このために行って

やろうとすれば大変だが、ひまわりが行事をやっているついでに並行して、ひ

まわりの受付で出来るというのが良いと思います。今回は、健推で、ここにお

られるメンバーの団体が中心になってこういう企画をやっていただいておられ

るが、ほかの団体もおられるので、それぞれが個別に企画を行っていくという

ことが、活動の実践をしていくということの一つの事例ではないのかと思いま

す。 

座 長  このフードドライブは、5月の広報に掲載するのですか。 

事務局  5 月合併号で広報のお知らせ版に簡単な記事にはなりますが掲載させていただ

きます。 

参加者  チラシを自治会館等に置く予定はないですか。 

事務局  今のところ予定はありませんが、今後、検討させていただきます。 
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参加者  お中元・お歳暮の季節の前にチラシを配れば良いのでは・・、食べられない物

や要らない物を結構もらうことがある。 

座 長  今回は、テストで 8 月末までにしているので、今後はどうなるのかわからない

ですね。 

参加者  一応、8月で切らしていただきましたが、この結果が良ければ継続して実施する

ことができます。木曜日限定であれば、今後も協力することができます。個人

的な考えですが、フードバンク奈良に寄附するのも一つのやり方ですが、生駒

のやり方を色々考えるのも面白いかなと思っています。寄附でいただいたもの

をどううまく活用できましたという結果報告できれば寄附していただいた方の

やりがいに繋がるのではと考えています。大量であればフードバンクにお願い

しなければできないが、お菓子一袋・素麺一袋であれば、生駒カラーもあって

も良いのではと考えています。 

事務局  フードバンクにつきましては、ある程度まとまった量でないと持って帰っても

らえないという状況もあります。少なければ直接市内の福祉施設に寄付したり、

量的もものすごく少ないときは、市の事業、例えば「エコクッキング教室」等

で利用することも良いのではないかと考えています。 

参加者  寄附いただいた方にどのように活用したかを報告することは、新たなモチベー

ションになるという部分があると思います。３月の実施結果は市の広報とかで

公表されているのですか。 

事務局  ホームページでは公表していますが、広報への掲載は考えていませんでした。 

参加者  毎月毎月が大変なら、「８月までやってこうなりました。」でも良いので、何ら

かの形で広報にも載せることを考えていただきたい。 

座 長  この件は、次の分科会でも話し合っていただければと思います。 

 

協議事項(1) 

●自治会長への懇談会開催依頼について 

事務局  ＜資料⑦自治会懇談会開催依頼説明＞ 

座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 

 

      《参加者からの質問等なし》 

 

座 長  まず、ごみ減量市民会議からこの文書で自治会長への依頼はしますが、メンバ

ーがそれぞれ所属している自治会や地域で個別にあたっていただいてもかまい

ませんということです。 

     一応書面でお願いしますが、後は口コミ等で協力できる自治会等がございまし

たら事務局へ連絡いただきますようお願いします。 

協議事項(2) 

●減量市民会議チラシの改訂について 

事務局  ＜資料⑧ごみ減量市民会議チラシ(案)説明＞ 
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座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 

参加者  フードドライブは、一般の市民の方は知らない方が多いと思いますので、フー

ドドライブとは何かということを分かりやすく伝えないと、前のミックスペー

パーと同じで市民に伝わらないと思います。もう少し工夫をされた方が良いと

思います。 

座 長  書いていることは書いていますが、埋もれてしまつている。チラシの原則とし

てガバッと掴むキーワードが大事ではないかと思います。１ページでも同じこ

とで、前年から横這いの状況で更に力を入れていかなければならないというこ

とが、パッとみてそこに見えない。書いているが埋もれてしまっていると思い

ます。 

事務局  字も多いのでもう少し分かりやすくしていこうと思います。 

協議事項(3) 

●壱分町東自治会懇談会について 

事務局  ＜次第記載内容により説明※内容については、分科会で協議＞ 

座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 

     《参加者からの質問等なし》 

     参加いただける方、挙手をお願いします。      

《 壱分町東自治会懇談会参加者確認 》 

座 長  対象は、壱分町東自治会の本部役員さんと組長さんで、３０名ぐらいを予定し

ております。 

協議事項(4) 

●環境フェスティバルの開催について 

事務局  ＜次第記載内容により説明※内容については、分科会で協議＞ 

座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 

    《参加者からの質問等なし》 

座 長  場所は、前年と同じような場所になるのですか。 

事務局  前年と同じような場所になる予定です。 

座 長  それでは参加いただける方は挙手お願いします。    

《 環境フェスティバル参加者確認 》 

協議事項(5) 

●いこま寿大学実務講習について 

事務局  ＜次第記載内容により説明※内容については、分科会で協議＞ 

座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 

参加者  内容は、どのようなことをするのですか。 

事務局  昨年度と同様に懇談会形式でさせていただきます。 

座 長  懇談会の内容をどのようにするかはこちらで決められるのですか。 

事務局  そうです。 

参加者  昨年は、参加者が少なかったので、取り組みの内容等を考えないともったいな

いように思います。 
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参加者  寿大学は単位なんて関係ないので、全員が集まるたけまるホールでやるときに

やれば良い。単位を取らなくても卒業できる。大体８００人位が集まります。

市からやりたいと言えば、やってくれるのではないかと思います。 

事務局  ８００人が対象になるのであれば、懇談会ではなくこちらから一方的にしゃべ

るような形になっています。寿大学でそういったテーマで良いのかということ

などいろいろあると思います。 

座 長  事務局が言っているのは、言葉のキャッチボールをして深めていこうというこ

とが趣旨だと思います。懇談会をやろうという趣旨と多くの人数を集めてやろ

うということは違うと思います。 

参加者  寿大学でクッキング教室を十何年やっていて、実践で料理をして出たその日の

ごみを生ごみ・プラ・紙の袋を用意して、分別してもらっているが、意外に分

別できなくてびっくりすることが良くある。私達の活動はまだまだ深く広げて

いかなければならないと思っている。料理している現場で１年生から４年生ま

ですごい人数が集まるので、そういう場で啓発していけたらと思っています。 

座 長  募集は、どういう内容でしているのですか。 

事務局  講座が全体で３５講座あって、ごみについて学ぶ講座は、各日４０名の定員に

なっています。 

座 長  講座の内容については、寿大学の事務局で決めているのですか。 

事務局  内容の詳細は、こちらに任されています。 

座 長  今年は様子を見て次年度以降どうするかを検討するのはかまわないということ

ですね。 

事務局  そうです。今年２年目ですが、去年度人数が少なかったので、今年度も極端に

すくなければ、止めることも含めて検討させていただきたいと考えています。 

座 長  それでは参加いただける方は挙手お願いします。    

《 いこま寿大学実務講習参加者確認 》 

協議事項(6) 

●生ごみ処理器「キエーロ」製作講座について 

事務局  ＜次第・資料⑨キエーロ製作講座(一般)説明＞ 

座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 

参加者  協力いただいている「いこまハート工房」は、いつも一生懸命にしていただい

ている。飲んでいただけるかいただけないかに関係なく、心として、お茶ぐら

いは準備する必要があると思います。 

事務局  準備させていただきます。 

座 長  それでは参加いただける方は挙手お願いします。    

《 キエーロ製作講座(一般)参加者確認 》 

協議事項(7) 

●夏休み環境自由研究｢ごみキエーロしよう!」生ごみ処理器｢キエーロ｣製作講座について 

事務局  ＜次第・資料⑩ キエーロ製作講座(小学生) 説明＞ 

座 長  事務局の説明に質問等ございませんか。 
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参加者  製作するキエーロは、どのタイプのものですか。 

事務局  プランターdeキエーロです。 

座 長  それでは参加いただける方は挙手お願いします。    

《 キエーロ製作講座(一般)参加者確認 》 

分科会 

座長   今回は、広報と事業の二つの分科会に分けようと思っています。 

     事前にどの分科会に入っていただけるかを考えていただいています。 

     何を検討するかということですが、 

     まず、広報については、今まで「広報いこまちに定期的に掲載しましょう。」「ホ

ームページに出しましょう。」「ＳＮＳに出しましょう。」とか一杯意見がでるわ

けですが、それはいいことですが、具体的にどうするか、どれが現実的に出来

るのか、生駒市の広報に毎月載せましょうと言っても現実問題として出来ない

ということがあるが、広報として皆さんに啓発していくのに出来るところから

やっていこうということを具体的に考えていこうというのが、広報のチームで

す。先ほどのチラシを考えるとか、現実に出来る広報とは何か、キャンペーン

をしましょうとか、駅でチラシを配るとかは出来ることですので、そういうこ

とを考えていただくというチームです。 

     もう一つの事業というのは、協議事項の(3)から(7)まで、今日の会議と次の会

議までの間に予定されている事業ですが、昨年までは、こういう事業がありま

すので参加をお願いしますということでこの検討会は終わっているんですが、

具体的の懇談会をこうゆう形で進めてゆけば良いとか一歩突っ込んで、より効

果のある啓発活動にしてゆこうというが狙いで、集まって考えていただきたい

と考えております。 

     この分科会は、どんどん改善していくということなので、次回はこのテーマで

良いのか、事務局と調整のうえ、考えていきたいと考えております。 

座 長  それでは皆さんの希望を聞いて分科会のチーム分けを行います。 

 

《 希望を聞いて分科会「広報」「事業」のメンバー決定 》 

 

座 長  今までは分科会のあと報告をするのですが、報告して終わっていたのですが、

今回は、各分科会で決まったことを全体会で確認を取る必要があります。 

     各分科会に分かれて話し合いお願いします。終わりましたら報告お願いします。 

 

《 分科会「広報」「事業」での話し合い 》 

 

座 長  広報の分科会から報告お願いします。 

 

広報分科会報告  

広報いこまちに定期的に掲載することは、困難なハードルが高いのは承知しているが、
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ごみ減量市民会議のメンバーが直接広報課へ依頼に行ってみるアクションはしてみ

ましょうという意見がでました。それで、定期的な枠を取りたいというアピールしま

しょうということになりました。もし、枠が取れるとしたら、私達がやっている活動

内容で「キエーロを使用した人の声」であるとか「自治会懇談会の内容」であるとか

を載せていったら良いのではないかという声がでました。アクションはするけれど可

能かどうかやってみましょうということでした。 

環境フェスティバルとかフードドライブとか市民会議でする事前のお知らせの広報、

実施した後の広報で結果報告的なものの２種類がでました。事前のお知らせについて

は、広報いこまちやホームページにも載りますが、それとは別にコミュニティセンタ

ーなどにポスターみたいなものをつくって貼ったらどうかという意見がでました。 

結果の方は、分かりやすいように写真を含めた、ビジュアルで見てパット分かるよう

なパネルみたいな形にして、皆さんが集まるような場所、コミュニティセンターや市

役所の１階に結果報告として掲示できるのではないかという話しがでました。 

また、生駒市のフェイスブックの「まんてんいこま」であるとか「前々からあるごみ

減量のフェイスブック」に定期的に具体的に、例えば環境フェスティバルでのキエー

ロのときに対面でお話しして「こうしてごみが消えるんですよ」というような話はし

ているけれど、それを写真とかを活用してビジュアルでわかるような記事をしょっち

ゅう載せるのは大変ですが、月に一度程度掲載するのが良いのではないかという意見

がでました。 

それともう一点の広報としては、自治会対象の回覧ですが、何をアピールするのか 

という焦点を絞らないと自治会さんにお願いしづらいということはありますが、もし

可能になれば、年３回ぐらい自治会対象の回覧をしてはどうかという意見がありまし

た。 

広報しましょうという内容につきましては、ただ単に「広報してください。」と市に

依頼するのではなくて、具体的に広報の内容についても、市民会議の広報の部会で内

容を詰めた上で、自分たちで考えて実施する必要があります。 

提示いただいたチラシについての意見ですが、資料⑧の表面の一番下の段の「ごみ減

量市民会議の活動内容」については、以前から同じものを掲載してあって、私達の活

動内容を知ってもらうための部分なんですが、これについては、すでにアピールして

いるので、今回のチラシはここを無くして、真ん中のグラフの下にごみ組成調査を分

かりやすく載せて、その結果として目標達成状況とか組成調査の結果を受けて皆さん

に伝えたいことを１面に載せるという意見がありました。 

裏面の組成調査作成中のところのスペースにつきましては、ごみ減量ワンポイントの

ような形で、普段の行動にもうちょっとプラスアクションを加えていただけるような

形でのアピールポイントというもの、そのときに伝えたい内容をここに載せたらどう

かという話がでました。 

具体的に何を載せるかというところまでは、詰められませんでしたが、例えば食品ロ

ス関係であれば、「週に１回冷蔵庫の中を整理しましょう！」とか、具体的なリサイ

クルの方に回してもらうアピールポイントとか、水切り・分別関係とか、分かりやす
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い言葉で、普段の市民の行動にあまり負担にならないような、もう一歩何かをしてい

ただいたらごみが減るというようなものを載せたら良いのではないかという意見が

でました。内容まで話し合う時間がなかったので項目のみですが、話し合った内容は、

以上です。 

 

座 長  以上の報告でお諮りします。 

広報いこまちに定期的に掲載するお願いするアクションをするべきだという意

見がでましたが、どうでしょうか。 

事務局  定期的には毎回毎回は無理ですが、アプローチ自体はしています。 

座 長  正式に会議として駄目もとでお願いしてみましよう、手順を踏みましよう、と

いう提案だ思うのですが、それはもうしていただけるということで、皆さんの

ご意見をお聞きしたいと思います。事務局の方で検討していただきたいと思い

ます。 

参加者  来月・再来月に掲載してくれというのではなく、半年・１年先でということで

交渉したら確保できるはずです。それでスペースを確保したら良いと思います。 

座 長  他の件で行っても、一杯と言われて門前払いされるケースが多いので、掲載し

てもらえないというのも理解はできますが、手順を踏んでということでお願い

したいと思います。 

事務局  毎月毎月、コーナーを設けて紙面の半分ぐらいのスペースを貰ってということ

は無理ですが・・・ 

座 長  お願いをするので、この範囲ならＯＫとか、これ以上は無理とかを正式に依頼

して、回答がほしいということです。ＯＫなら今の内容を掲載していきましょ

うということでよろしいですね。 

     フェスティバル等の行事については、事前・事後の広報をしましょうというこ

とについてですが、これは何か物をつくろうということですか。 

参加者  直近のものは無理だと思いますが、ポスターを作るとか、案を考えて取り組む

ことになります。 

座 長  そういうアクションをするということでよろしいですか。詳細は事務局とつめ

させていただきます。 

     フェイスブック等に載せていきましょうという提案ですが、この考え方でよろ

しいですか。広報のチーム以外で意見があればお願いしたいと思います。これ

でよろしいですか。 

     次に自治会へのお願いということで、もう少し色をつけてお願いする。自治会

の回覧等の原案をこちらで考えたものを自治会にお渡しで回覧していただいた

ほうが自治会懇談会を受けてもらえるところが増えるということだと思うんで

すが、これでよろしいですか。 

参加者  １点だけ補足ですが、さきほどの分科会では、話にするまでに至っていないの

ですが、こういうことをいくつも取り組んでいくということに至りましたら、

定期的な市民会議以外に部会として何度かお集まりしていただいて、お知恵を
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出していただかなければならないということになりますので、その点もご了承

いただいた上でご承認いただきますようお願いいたします。 

座 長  それが広報の部会で出たのですか。 

参加者  具体的にこれをしようと思った場合は、取り組み内容について具体的に話し合

う必要がありますので、それも含めた上で皆さんにご了承をいただかないと「た

だやりましょう」で終わってしまうことになります。 

座 長  今の提案に関しましては、前向きにやりましょうということで良いと思います。

内容によって召集がかかるかもしれないということで、いやいやこれは困るよ

ということがあれば、できる範囲でしようということですから、この分科会だ

けではそれは出来ないので、そういうことを皆さんにはお願いしますよという

ことで、会議のことは事務局とお話ししたいと思います。 

     広報の内容もこの会議で詰めていきましようということで、皆さんよろしいで

すか。 

     最後にチラシの提案でそれについてはいかがですか。冒頭でも意見がありまし

たが、アピールをするということを全面に出していこうということですね。反

対はないんですが、ここでワンポイントということになれば、別のリーフレッ

トを作る方がいいのかなとも思いました。このチラシに集約してしまうか、別

のリーフレットをつくる方が良いのか、以前の会議でも議論があったような気

がします。広報の部会から提案があったものをベースに原案を事務局が作って、

事務局から再度メンバーに確認するということでお願いします。 

参加者  分科会では出なかったですが、フードドライブをもっと分かりやすくというこ

ともお願いします。 

座 長  字を大きくするとか、文書にしないでワンポイントで分かりやすくするという

方向でお願いしたいと思います。 

 

座 長  それでは事業の分科会の報告をします。 

 

事業分科会報告  

事業の分科会は、協議事項の（3）から（7）についてどう進めていきましょうかとい

うことで話し合いをいたしました。 

壱分町東自治会の懇談会ですが、流れとしては、最初市のほうから全体の説明をして

いただきます。今まで使っていたパワーポイントをリニューアルして、リニューアル

の内容は、組成調査の内容を最新のデータに差し替える・傘の出し方についての正し

い情報を明確にする。 

懇談会は、今までの対面方式ではなく、ひかりが丘自治会でやったように、いくつか

のテーブルに分かれて、コーヒーを飲みながら、市職員やメンバーが入って懇談をし

ていく、それからエコクッキングでやったのと同じように、見本を置いて分別の懇談

をする。アンケートも同じようにやっていく、アンケートをしていただいた方には 15

ℓの指定袋を進呈する。事前に分別の分かり難いものを各家庭から持ってきてもらう
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ように声掛けをしていく。フードドライブの啓発をしていく。こうゆう形で懇談会を

詰めていこうと考えています。キエーロに関してはモニター募集を行う。 

環境フェスティバルについては、アンケートは、昨年度の同様にやっていく。アンケ

ート回答者には指定袋(15ℓ)を進呈する。アンケートからの導線を考えてキエーロの

ところに持って行く、キエーロは土を入れてものを持って行って使い方のＰＲをして

いこうという形です。フードドライブは、Eco-net 生駒さんがやっているので、市民

会議は直接タッチしないが、質問された場合は、チラシ等で説明は行う。 

   寿大学実務講習会につきましては、冒頭の話しもありましたが、今年度は昨年度と

同様の内容で行う。来年度以降はどうするかは、今年の結果を見て考えることにす

る。寿大学を選んだ理由も自治会以外の団体で懇談会ができる団体として行政から

提案があったもので、実施については強制されたものではない。 

   キエーロ製作講座については、昨年度と同様に行う。前半が大人で後半が小学生、

参加したメンバーが製作講座のお手伝いもする。いこまハート工房さんのご指導の

もとにやっていこうということです。製作講座と製作講座との間で 5分から 10分く

らいの間隔ができるはずなので早く終わった人にクイズをやってもらう。このクイ

ズの回答者に対しても指定袋(15ℓ)の粗品を進呈する。 

   この会議体からの啓発物としては、新しく出来るチラシとこのフードドライブのチ

ラシ、特にこのフードドライブの啓発を中心にして時間の繋ぎをしていこうという

考えで進めていきたいと思います。 

    

 ※懇談会・環境フェスティバル・寿大学実務講習会・キエーロ製作講座については、

こういう進め方で良いかを個々に確認を取った。 

 

     《 参加者了承 》 

 

座 長  以上が、広報と事業の分科会の報告で、今年はここから一つ一つ活動していく

ということで確認をしたいと思います。 

 

長時間に渡り貴重なご意見ありがとうございました。 

     本日はこれで終了します。 

     

       

  


